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システム対象領域を捉えたモデルのことを、ドメインモ

デルと呼びます。モデリングに UML を使う場合、クラス

図やステートマシン図で表現することになりますが、今

回はクラス図を使ってドメインモデリングを進めていく過

程を、小さな例を使ってご紹介します。 

◆ 存在する「もの」「こと」を考える 

対象ドメインとして、CD（コンパクト・ディスク）のライブ

ラリ管理をとりあげます。CD の登録や検索、貸し出しを

管理するもので、対象とするのはクラシック音楽のCDで

す。まずは CD に記録されている曲、貸し出し記録を管

理するために次のようなモデルを考えてみます（図 1）。 

 

図 1 はじめのモデル 

これでも良さそうですが、「曲」が作曲家や演奏家の

情報管理もするとなると、責務が膨らみそうです。設計

のことを考えるのは早すぎるかもしれませんが、オブジェ

クト指向設計原則の単一責務原則（SRP）に違反するこ

とになるため、演奏家の情報だけ更新したくても該当す

る「曲」の更新が必要になってしまいます。ということで、

もう少し分析してみます。 

音楽CDのコンテンツ――すなわち記録されている内

容は「音」ですが、「音」が幾重にも重なったり、連なった

りと、ある「まとまり」を持った単位で収録されています。

この「まとまり」は、作曲家が作った作品を演奏家が再現

――演奏したものです。図 1 ではこれに「曲」という名前

をつけましたが、これが表現するところは「作曲家」「作

品」「演奏家」「演奏」という「もの」「こと」であることが見え

てきたので、モデルを更新します（図 2）。 

 

図 2 曲を分析したモデル 

こうすることで、作曲家や演奏家をキーにした検索は

もちろん、それぞれの詳細情報の登録・更新が柔軟に

できそうです。 

◆ 仕様と実体を分離する 

対象としているCDライブラリには同じCDが複数枚あ

るかもしれません。その場合、「演奏」や「演奏」とリンクし

ているオブジェクトが重複してしまいます。ここまでの分

析では、カタログに掲載されるCDのタイトルや収録曲な

どの仕様と、プレーヤで聴くことができる CD とを一緒に

扱ってきたためです。そこで「仕様と実装（実体）」と呼ば

れるアナリシスパターンを使って CD の仕様と物理的な

CD を分離します。収録曲の検索などの対象になるのは

仕様である「CD タイトル」、貸出の対象になるのは実体
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である「CD」になります（図 3）。 

 

図 3 仕様と実体を分離したモデル 

◆ 本質か役割かを考える 

「演奏家」と「作曲家」はどちらも「音楽家」なので汎化

したくなります（図 4）。 

 

図 4 汎化を適用したモデル 

自作自演を行う場合、その人は「演奏家」でもあり「作

曲家」でもあります。ひとりの人に対して 2 つのオブジェ

クトができることになります。人は生まれたときから「演奏

家」「作曲家」であるわけではありません。それぞれの役

割を演じているといえます。そこで「演奏家」「作曲家」は

「音楽家」の役割としてみます（図 5）。 

 

図 5 役割を導入したモデル 

同じ理由から「音楽家」「利用者」も役割です。それぞ

れ「人」の役割としてモデリングしたほうがいいかも知れ

ませんが、今回のドメインモデルでは、そこまでの抽象

化は不要と判断しました。また、「演奏」は「音楽家」と

「作品」の「もの」同士の間に生じる「こと」としての位置づ

けを明確にするために、関連クラスにしました（図 6）。 

 

図 6 ここまでのまとめ 

ドメインモデルが一段落したら、利用シーン――シナ

リオ、ストーリに応じて、どのようなオブジェクトが作られ、

それらの間のリンクが妥当かどうかを検証し、検証結果

に応じてモデルの更新を行います。 

◆ 資産としてのドメインモデル 

今回は極めて小さなドメインでしたが、ドメインモデル

は対象領域の知識を共有するための資産となります。ま

た類似ドメインや他ドメインでの再利用も考えられます。

資産としてのモデル作りには、前号で紹介した上位オン

トロジの参照が有益ですので合わせてご参照ください。 

なお、クラス図の作成には"astah community"を使用

しました。 


